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論文内容の要旨
本研究は，電気力を直接利用することによって，ノズルや撹祥翼等の機械的分散装置を用いることな
く，液々界面から液滴を分散させる方式の液々分散接触装置を開発することを目的としたものである。
実験ではまず，矩形装置本体を水平からある角度をもって設置し，装置内上下部に銅板電極を設置し
て連続液相をみたした。上部極板は直流高電圧発生装置に接続し，堰を設けた下部極板は接地した。分
散相を下部極板上で液膜状に流下させ，極板聞に静電場をっくり，電気応力によって液膜相を連続相中
に分散させた。分散した液滴は電気力にその挙動を支配され，上昇して上部極板と衝突した後，電気力
によって下降し，液膜相と瞬時に合ーした。分散液滴の運動挙動を観察し カメラ及びビデオカメラで
撮影して滴径・滴速度を測定した。また，装置内レーザ一光透過強度の測定より，分散相ホールドアッ
プ分率を求めた。液滴分散実験の結果として，①小さな滴径の液滴が生成され，電気力に分散・運動・
合ーが支配されるために，滴移動速度が速く，相分離が迅速である。②機械的分散装置を持たないため，
装置内形状が簡単である。⑤分散相ホールドアップ分率が印加電圧を変化させることで任意に制御でき
る。これら液々分散接触装置としての利点が多いと考えられる。また，装置設計の上で重要となる生成
液滴径・分散相ホールドアップ分率を，操作条件・液物性で相関し，それらを推算するための実験式を
提出した。加えて，群滴として運動するにもかかわらず，単一帯電液滴の終末速度実験式で，液滴の移
動速度が推算できた。そして，接触装置の一つの応用例として，水中油滴型乳化液の連続解乳実験を行
い，装置内分散回数という因子で本装置の性能効率を評価できることがわかった。
結論として，電気力を利用した傾斜型の液々分散接触装置を開発し，装置設計を行ううえで重要とな
る液滴分散特性が推算できた。そして，装置内分散回数という，本装置の性能効率を評価できる因子を
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提示した。
論文の審査結果の要旨
本研究は新しい液々接触装置の開発を目的として行われたもので，装置には機械力を用いることなく，
電気力のみで水相より液滴を油相中に分散させる手法を用いている。論文内容は装置の開発と装置の応
用の 2 部より構成されている。
第 1 部では新しく開発した液々接触装置の電気力による液滴分散特性を実験的に調べ，その生成滴径，
分散相ホールドアップ分率を無次元電気力等を用いて相関し，関係式を提出している。そしてまた，境
界要素法による電場計算から水膜表面にかかる電気応力を計算し，実験結果との対応を論じている。
第 2 部においては，この新しく開発した液々接触装置を用いて水中油滴型乳化液の連続解乳の実験を
行い，装置内分散・合一回数が性能評価の指数になることを明らかにするとともに，装置の有用性を示
している。
これらの研究は液々接触装置の開発に対して価値ある指針を与えており，化学工学の発展に寄与する
ところが少なくない。よって本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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